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△ 消費税の端数処理

Q ●
● 消費税額の1円未満の端数処理の特例

について争われていた事例の裁決が公表され

たそうですが、内容を教えてください。

A :税務署側の処分を一部取り消し、一部

について税額計算の特例が認められました。

【解説】

この事例は、スーパーマーケットを経営す

る審査請求人が消費税額の1円未満の端数処

理に当たって、食料品については品物ごとに、
また、食料品以外の商品についてはレシート

ごとに、1円未満の端数の切捨てを行い税額

計算を行っていたのに対し、税務署側が食料

品の端数処理が「決済上受領すべき金額」を

単位としておらず、また、食料品、非食料品

ともに本体価格とそれにかかる消費税等相当

額を示す資料が管理保存されていないことか

ら要件を満たさないとして更正処分を行った

のを不服として審査請求に及んだものです。

これに対し不服審判所では、まず「決済上

受領すべき金額」とは、このケースの場合、

レシートごとの金額であると解するのが相当

との考えを示し、食料品については、レシー

トごとの金額を単位として端数処理が行われ

ていないことから特例の適用は認められない

としています。一方、非食料品については、

レシートごとに端数処理を行っており、本体

価格とそれにかかる消費税等相当額を区分表

示しているレジシートおよびレジ日報を管理、
保存していることが審判所に確認されたこと

から、特例の適用があるとして、税務署側の
処分を一部取り消しました ◎


